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治
タイプライタ
養子の離縁後に
未成年後見人と
なる者の選任

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　太郎

治
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申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
養親、養子の戸籍謄本　１通
候補者の戸籍謄本、住民票、身分証明書　各１通
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治
タイプライタ
養子田中一郎が養母山田花子と離縁した後、田中一郎の未成年後見人となる者
の選任を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人は、養子田中一郎の父方の叔父です。
２　一郎の父は、一郎が生まれてすぐ母親が亡くなってから、父一人で育てて
きましたが、２年前の再婚して、再婚相手と一郎は養子縁組をしました。しか
し、一郎の父が病死し、養母も再婚して一郎との離縁を望んでいることから、
本申立をします。
３　一郎が離縁した後に同人の未成年後見人になる者として、同人と現在一緒
に暮らしており、今後も同人の養育を希望している申立人が適任と考えます。




